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研究期間（３年目/３年間） 

研 究 者           

又は 

研究代表者 

 氏  名 
（ふりがな）り  さんそく 

      李   相錫 

所属研究機関 

部局・職 

鳥取大学大学院工学研究科・教授 

電話番号 ０８５７－３１－５９６１ 

             電子ﾒｰﾙ sslee@eecs.tottori-u.ac.jp 

研究課題名 湖沼の水質モニタリング用MEMSセンサとユビキタスセンサネットワークシステムの開発 

研究結果 

・樹脂を構造体と接着剤とする新しいpHセンサを試作できた。動作確認を行った結果、改

善が必要であることがわかった。 

・開発中のpHセンサと集積化が可能なBODセンサとして湖沼に存在する電流生成菌を用いる

方法を提案し、有機物量と電流生成量の関係を導くため基礎実験を行った。その結果、有

機物量と電流生成菌の電流生成量とは相関があることがわかった。 

・pHセンサ、クロロフィルセンサ、濁度センサの集積化に向けたマイクロ流体デバイスの

構造設計を行った。 

・センサノードの電源として発電デバイスを検討した結果、温度差を利用する発電方式が

最も適していることがわかった。また高温部と低温部との距離がメータオーダーで離れて

いる状況での温度差発電には新しい材料の検討が必要であることが明らかになった。  

・無線センサネットワークのノード筐体の改善を行い、再設計をし、システムの実現可能

性を見極めるため試作を行った。 

研究成果 

・樹脂を構造体と接着剤とする新しいpHセンサの作製技術が確立できた。樹脂の硬化条件

の最適化は必要であるが、マイクロ流体デバイスとしての動作確認はできた。 

・設計・作製した無線センサネットワークシステムのノードは湖沼水でも問題なく動作で

きることが確認でき（システムとしての動作確認と筐体の水耐性に対する確認）、応用可

能性が実証できた。 

・湖沼に存在する電流生成菌を用いる新しいBODセンサは有効であることが検証できた。 

・pHセンサ、クロロフィルセンサ、濁度センサなどを集積化したマイクロ流体デバイスの

構造設計ができた。 

・温度差を利用する新しい発電素子の提案ができた。 

・無線センサネットワークシステムに関する研究成果の一部を国際会議で発表した。また

濁度センサとクロロフィルセンサに関する研究成果を学術雑誌と国際会議で発表した。 

次年度研究

計画 

・本年度は最終年である。 

 

報告責任者 
所属・職 

氏名 

鳥取大学 研究推進部 研究推進課 研究助成係 高田 志保 

電話番号 0857-31-5494 

電子ﾒｰﾙ  ken-jyosei@ml.adm.tottori-u.ac.jp 

 

注１）表題には、環境部門、地域部門、北東アジア学術交流部門のいずれかを記載すること。 

 ２）「研究期間（  年目/  年間））」及び「次年度研究計画」は、環境部門のみ記載すること。 

 ３）研究者の知的財産権などに関する内容等で、非公開としたい部分は、罫線で囲うなど明確にし、その

理由を記すこと。 

 ４）研究実績のサマリーを併せて提出すること。 


































